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香川県前向きに頑張る事業者を応援する総合補助金　活用事例No.2

地域農業の維持・活性化へ！農外企業による農作業受託事業への参入

①農業・水産業 ⑤卸売業・小売業

 パラグライダー関連事業を営む農外企業が、農耕用トラクター・コンバイン等高性能農業機械を

導入し、主として中山間地域における米麦の農作業受託事業を行う。

① 事業者が位置する地域は中山間地域であり、農業者の高齢化や減少により、耕作放棄地の拡大が

  懸念されている。

② 事業者は既に地元コミュニティの構成員であり、地域農業の実情を把握しているとともに、地

  域からの信頼も得ている。

③ 本業と容易に両立が可能な「米麦」に着眼している。

④ 県産米の作付面積が減少する中、米生産の維持･確保に向けた地域農業への波及が期待できる。

「パラグライダー用品の輸入販売事業」

 国内外から仕入れたパラグライダー用品を、主に国内のパラグライダースクールへ販売する他、

商品の修理やイベントへの参加、パラグライダーでのタンデム飛行や教習など、各種パラグライ

ダーに関する事業を展開してきた。

 農外企業が地域農業の維持や自社の経営効率化を目指し、高性能農業機械（トラクター１台、

ロータリー１台、あぜぬり機１台、代かきハロー１台、播種機１台、コンバイン１台等）を導入

し、米麦の農作業受託事業を開始した。

 高齢化が進む近隣の農家や農事組合法人のニーズを把握するとともに、繁忙期が明らかな米麦の

農作業に着目して、自社のパラグライダー事業との両立を図る。

（地域への効果）

 当該事業者による米麦の農作業受託の取組みで、高齢化や後継者不足に悩む地元農家等が農業を

継続することが可能となり、耕作放棄地の発生防止が図られる。

（企業経営への効果）

 米麦の農作業受託は、繁忙期と非繁忙期が明確であるため、本業のパラグライダー事業と調整が

容易であるとともに、年間を通じて一定量の業務量を確保できるため、雇用が安定する。また、本

業以外の収入源が確保できたことで、財務基盤の強化が図られる。


